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医医
療療
費費
抑抑
制制
のの
たた
めめ
のの
健健
康康
保保
険険
法法
改改
定定  

   

昨
年
十
月
、
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
ま
し
て
、
高
齢
者
の
負 

 

担
が
原
則
一
割
負
担
（
一
定
以
上
の
所
得
者
は
、
二
割
負
担
）
に
引
き
上
げ
ら 

 

れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ
れ
に
加
え
ま
し
て
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
健
康 

 

保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
人
の
窓
口
負
担
割
合
が
二
割
か
ら
三
割
に
引
き
上 

 

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

   
 

医医
療療
費費
負負
担担
割割
合合
にに
つつ
いい
てて  

今
回
の
医
療
費
負
担
割
合
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
、
一
例
を
示
し
そ
の
ポ
イ
ン 

 

ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
し
ま
す
。 

  

【
改
正
前
】 

  

医
療
費
総
額
が
一
〇
，
〇
〇
〇
円
の
場
合
、
患
者
様
が
窓
口
で
お
支
払
い
す 

 

る
の
は
二
割
の
負
担
二
，
〇
〇
〇
円
で
残
り
八
割
分
の
八
，
〇
〇
〇
円
が
保
険 

 

か
ら
の
給
付
分
と
な
り
、
医
療
費
の
総
額
が
合
計
一
〇
，
〇
〇
〇
円
で
し
た
。 

  

【
改
正
後
】 

  

同
じ
く
医
療
費
総
額
が
一
〇
，
〇
〇
〇
円
の
場
合
、
患
者
様
が
窓
口
で
お
支 

 

払
い
す
る
の
は
三
割
の
負
担
三
，
〇
〇
〇
円
で
残
り
七
割
分
の
七
，
〇
〇
〇
円 

 

が
保
険
か
ら
の
給
付
分
と
な
り
、
医
療
費
の
総
額
が
合
計
一
〇
，
〇
〇
〇
円
で 

 

医
療
費
の
総
額
は
、
変
り
ま
せ
ん
。 

患
者
様
の
負
担
が
一
，
〇
〇
〇
円
増
え
た
分
、
保
険
給
付
額
は
一
，
〇
〇
〇 

円
減
額
と
な
り
、
医
療
機
関
の
収
入
に
は
全
く
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
給 
 

付
の
負
担
を
軽
減
し
、
患
者
様
の
自
己
負
担
額
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
増
加 

 

し
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
し
、
ひ
い
て
は
、
患
者
様
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
を 

 

抑
制
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
政
策
な
の
で
す
。 

  

患
者
様
の
自
己
負
担
額
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
は 

 

益
々
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。
温
泉
病
院
で
は
、
こ
の
現
実
を
真
正
面
か
ら 

 

受
止
め
、
患
者
様
並
び
に
ご
家
族
様
か
ら
真
に
信
頼
さ
れ
る
、
医
療
・
介
護
を 

 

提
供
で
き
ま
す
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事事
務務
部部
長長  

下下  

坂坂  

輝輝  

基基  

    

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら  

｢｢

患患
者者
様様
のの
医医
療療
費費
のの
自自
己己  

負負
担担
率率｣｣

が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

  
  

              

三三
階階
北北
病病
棟棟
紹紹
介介  

  
  

四
月
に
新
入
職
員
を
迎
え
て
早
や
、
三
ヶ
月 

が
経
ち
ま
し
た
。 

当
病
棟
も
総
勢
二
十
九
人
の
陣
容
と
な
り
活 

気
に
満
ち
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
母
で
あ
り
、 

学
生
で
あ
っ
た
り
、
資
格
を
目
指
し
て
勉
強
中 

の
人
も
い
ま
す
。
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に 

む
か
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。 

 
 

看
護
の
「
看
」
は
、
手
と
目
と
書
く
よ
う
に
、

私
た
ち
の
手
の
ぬ
く
も
り
と
、
や
さ
し
い
、
眼 

差
し
で
も
っ
て
、
患
者
様
の
お
世
話
を
さ
せ
て 

戴
い
て
お
り
ま
す
。 

病
棟
内
で
は
、
風
船
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
バ 

レ
ー
ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
、
患
者
様
と
楽
し
ん 

だ
り
、
今
後
は
病
棟
内
で
の
昔
な
つ
か
し
い
写 

真
展
等
を
開
き
、
患
者
様
が
ホ
ッ
ト
で
き
る
空 

間
を
提
供
し
た
り
、
辻
博
明
氏
が
勧
め
る
松
の 

体
操
に
取
り
組
み
、
転
倒
の
リ
ス
ク
が
高
い
患 

者
様
も
、
転
倒
せ
ず
安
心
し
て
療
養
生
活
を
送 

り
、
自
宅
に
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
員 

で
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
励
ま
す
」
は
万
の
力
と
書
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
患
者
様
に
真
心
の
一
言
が
、
生
き 

る
力
と
な
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
入
院
患
者 

様
の
ケ
ア
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ 

し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。 

 
               

  
  
  
  
  

スス
タタ
ッッ
フフ
一一
同同  

  

 

 
  「患者様の権利」に関する宣言 
 
 平等で適切な医療を受ける権利 
   患者様には、差別される事なく適切な医療を 
   受ける権利があります。 
 

 自己決定の権利 
   患者様には、十分な説明のもと医療行為を選 
   択・拒否する権利があります。 
 

 情報を知る権利 
   患者様には、医療に関する情報を知る権利が 
   あります。 
 

  秘密保持を得る権利 
 患者様には、医療従事者が知り得た全ての 
 プライバシーを守られる権利があります。 

 

  尊厳を得る権利 
   患者様には、いかなる時にも尊厳をもって 
   扱われる権利があります。 

 

       看護部の理念 
 

    豊かな心  心の看護 
 
         看護部の方針 
 
看護職者としての専門的技術、知識を駆使した質 

 
の高い看護を提供する。 

 
私達はこの使命をもって患者様との信頼関係を築 

 
き、人間性を尊重すると共に、関係部署、地域と 

 
の連携を深めて安心と満足を提供する。 

 

 
       病 院 理 念 
   愛と信頼で築く医療 
 

      基 本 姿 勢 
   私たちは、こころがふれあう温かい医療 
 
    を提供いたします。 
 
    私たちは、患者様の選択に基づく医療に 
 
    努めます。 
 
    私たちは、専門知識の修得と技能向上に 
 
    励みます。 
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医医
療療
事事
故故
防防
止止
委委
員員
会会
活活
動動
のの
紹紹
介介  

  

協
立
温
泉
病
院
の
医
療
事
故
防
止
委
員
会 

は
、
平
成
十
一
年
九
月
に
発
足
い
た
し
ま
し 

た
。
目
的
は
、
院
内
・
院
外
を
問
わ
ず
発
生 

し
た
医
療
事
故
及
び
ニ
ア
ミ
ス
（
ヒ
ヤ
リ
・ 

ハ
ッ
ト
体
験
）
の
事
例
に
基
づ
く
、
原
因
分 

析
並
び
に
予
防
対
策
等
を
推
進
し
て
再
発
防 

止
を
図
る
こ
と
で
す
。 

 

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
委
員
長
・
副
委 

員
長
・
書
記
・
医
局
・
看
護
部
・
薬
剤
科
・ 

放
射
線
科
・
臨
床
検
査
科
・
栄
養
科
・
リ
ハ 

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
事
務
部
の
代
表
者
に 

よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。 

 

主
な
活
動
は
、
院
内
学
習
会
の
場
を
活
用 

し
て
、
年
間
二
回
全
職
員
に
対
す
る
勉
強
会 

を
計
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
三
月
に 

実
施
し
ま
し
た
テ
ー
マ
は
、「
転
倒
・
転
落 

防
止
に
関
す
る
対
応
策
」
と
し
て
ベ
ッ
ド
の 

高
さ
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
結
果 

報
告
を
行
い
好
評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
三 

な
い
し
四
ヶ
月
に
一
度
全
体
朝
礼
時
に
、
医 

療
事
故
防
止
に
関
す
る
寸
劇
等
を
取
入
れ
た 

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
を
行
う
等
、 

医
療
事
故
防
止
の
重
要
性
を
全
職
員
に
認
識 

さ
れ
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

医医
療療
事事
故故
防防
止止
委委
員員
会会  

  
  
  
  
  
  
  

    

委委  

員員  

一一  

同同  
  

五五
階階
南南
病病
棟棟
紹紹
介介 

    

協
立
温
泉
病
院
の
五
階
南
病
棟
は
、
平
成
十 

 

一
年
の
病
棟
改
修
工
事
以
前
、
二
階
に
あ
っ 

 

た
痴
呆
病
棟
が
五
階
に
移
り
、
そ
の
後
、
平 

成
十
二
年
四
月
よ
り
介
護
保
険
対
応
の
痴
呆 

病
棟
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。 

  

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
痴
呆
の
高
齢
者 

 

も
ま
す
ま
す
増
え
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ま 

 

だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、 

 

介
護
保
険
が
始
ま
り
身
体
拘
束
が
禁
止
さ
れ 

 

る
な
ど
施
設
で
の
対
応
は
随
分
よ
く
な
っ
て 

 

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

当
病
棟
で
は
、
患
者
様
の
人
権
を
第
一
に 

 
考
え
、
患
者
様
に
寄
り
添
う
看
護
・
介
護
を 

 
提
供
す
る
こ
と
で
、
患
者
様
を
よ
り
理
解
し
、 

 

個
別
に
応
じ
た
対
応
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。 

 

痴
呆
の
患
者
様
へ
の
対
応
は
専
門
職
者
で
あ 

っ
て
も
困
難
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し 

 

か
し
、
看
護
・
介
護
者
の
対
応
次
第
で
、
落 

 

ち
つ
い
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
い 

 

た
だ
け
る
方
が
多
く
、
私
た
ち
に
と
り
ま
し 

 

て
も
、
大
き
な
や
り
が
い
や
喜
び
と
な
っ
て 

 

い
ま
す
。 

今
後
も
、
専
門
知
識
の
修
得
と
技
能
向
上 

に
励
み
、
患
者
様
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い 

た
だ
け
る
病
棟
造
り
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張 

り
ま
す
。 

      

課課  

長長    

廣廣  

岡岡  

栄栄  

子子  
  

 

「「ああななたたのの骨骨はは、、健健康康でですすかか？？」」  
  

 近年「骨粗しょう症」という言葉をよく耳にされると思います。骨粗しょう症の原因は、骨に含ま 
れますミネラルが年齢とともに減少し、骨がスカスカになり骨折しやすくなる病気です。高齢の方や 

女性の方に多くみられます。最近は、過度なダイエットやカルシュウム不足及び運動不足等により、 

若い方にも骨粗しょう症が増えています。 

 平成８年１１月、協立温泉病院に骨密度測定装置を購入いたしました。椅子に腰をかけ、利き腕で 

ない方の腕を測定装置に約２分間入れるだけで、簡単に、しかも精度の高い骨密度が測定できます。 

今年６月末現在、８６０件（年間平均約１００件）の実績があります。極めて少ないエックス線を用 

 
 
◆活動日 

毎週月曜日～金曜日・・午前9時～午後7時 

（月2回以上、1回につき2時間以上で、あなた 

の都合に応じて活動して下さい） 

◆活動内容 

話し相手、散歩、レクリェーションのお手伝い 

シーツ交換や入浴後の簡単なお手伝い、食事の 

配膳や下膳、環境整備など、あなたにできる事を･･･ 

◆対象者 

心身ともに健康な方 

高校生以上で上限は特にありません  

お問い合わせ先 
医療法人協和会 協立温泉病院 
〒666-0121 川西市平野1丁目39番1号 
TEL 072-792-1301  担当：和田 

い検査しますので、若い女性 

の方でも安心して検査を受け 

られます。 

 女性は、２０歳代がピーク 

で、１平方センチメートルに 

含まれるミネラルの量は、約 

０． ４７５グラムです。男性 

のピークは３０歳代で、値は 

約０．５７５グラムです。 

 百聞は一見にしかず、皆様 

ぜひ一度骨密度を測定され、 

骨粗しょう症のチェックを、 

お勧めいたします。 
 

  

    ごご意意見見箱箱  
 
協立温泉病院では、病院ご利用の皆様へのサービス 

  向上の目的で「ご意見箱」を各階に設けています。 
患者様及びご家族様の、ご意見・ご要望を遠慮なく 

  お聞かせ下さい。 
平成１５年３月１日から平成１５年６月３０日まで 

  におよせ頂きましたご意見の一部を、ご紹介させて 
  頂きます。 
 
  ☆ ご意見 その一 
 和食中心にならないでほしい。メニューも似たもの 
 ばかり、飽きてきて食欲がわかない。 
 中華や洋食を取り入れたメニューを、増やしてほし 
い。もっと、料理法とか工夫して改善してほしい。 
  ★ お答え 
 患者様の年齢層に合わせ、和食中心の献立になりが 
ちなこともあり、その影響でメニューにも変化が乏 
しくなっていると思われます。ご意見を参考にさせ 
て頂き、献立の更なる検討、調理方法の工夫を積極 
的に行い患者様のご要望に沿うように改善努力して 
まいりたいと思います。 
 
☆ ご意見 その二 

 ジャスコの買い物ツアー、風船バレーボール等行事 
 になっていることが、いつのまにか立ち消えになっ 
 ていることが多い。 
  ★ お答え 
患者様のご要望に沿えるよう、各種行事等立ち消え 
にならないように努力してまいります。 
 
☆ ご意見 その三 

 車椅子のままで入浴できるような、風呂を設置して 
 もらいたい。 
★ お答え 

 病棟の浴室におきましては、車椅子のまま入浴可能 
になっています。病棟課長に申出てください。 
 
 【貴重なご意見、誠にありがとうございました。】 

  

【【
編編  

集集  

後後  

記記
】】  

 

当
院
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
、
患
者 

様
及
び
ご
家
族
様
並
び
に
地
域
に
お
住
ま 

い
の
皆
様
に
協
立
温
泉
病
院
を
知
っ
て
頂 

き
た
い
と
思
い
ま
し
て
、「
温
泉
病
院
だ
よ 

り
」
を
、
年
三
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
は
、「
平
成
十
五
年
四
月
に
改
正
さ
れ 

た
、
健
康
保
険
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ 

い
て
一
面
に
、
骨
密
度
の
検
査
及
び
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
募
集
の
お
知
ら
せ
を
、
二
面
に
そ
れ 

ぞ
れ
掲
載
し
ま
し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
特
集
と
し
て
、病
棟
紹
介
を
一
面 

と
二
面
に
、
委
員
会
活
動
報
告
と
し
て
「
医 

療
事
故
防
止
委
員
会
」
の
活
動
状
況
を
二
面 

に
、「
病
院
理
念
」・「
患
者
様
の
権
利
」・「
看 

護
部
の
理
念
」
を
一
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載 

し
「
温
泉
病
院
だ
よ
り
」
第
五
号
を
発
行
い 

た
し
ま
し
た
。 

な
お
、本
紙
に
つ
き
ま
し
て
の
ご
感
想
並
び 

に
ご
要
望
等
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

次
号
、
編
集
業
務
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き 

ま
す
。 

      

平
成
十
五
年
七
月  

編 

集 

長 
 

 


